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 「東南アジア青年の船」事業は、我が国とASEAN（東南アジア諸国連合）の青年が
船内や訪問国で生活を共にする中で、討論、ホームステイ、地元青年との交流等様々
な活動を通じて、参加青年間の友好と相互理解を深めるとともに、国際的視野を広
げ、国際化が進展する社会の各分野でリーダーシップを発揮することができる青年を
育成することを目的としています。
　本事業は、昭和49年に我が国とASEAN加盟国との共同事業として発足し、今回で
45回目となりました。これまでの参加青年は累計で１万２千人を超え、かつて青年と
して参加された方々は、今ではそれぞれの地域や国、そして国際社会で活躍されてい
ます。
　平成30年10月から12月にかけて実施した約50日間の今回の事業では、東京及び地方
での国内活動を皮切りに、ブルネイ、フィリピン、タイ、ベトナムを訪問するととも
に、フィリピンのマニラ市滞在中には参加青年の代表団が同国のダバオ市を訪問しま
した。
　訪問国では、各国首脳等への表敬訪問、地元青年との交流、ホームステイなどを通
じて、また船内では、各国に共通する課題についての討論、各国紹介、ＰＹセミナー
などを通じて、参加青年は、相互理解を深めるとともに、幅広い視野をもつリーダー
に成長するための礎となる得難い経験を数多くしたものと確信しています。
　また、参加青年は本事業で得た知見や経験を踏まえて、事業終了後に実施する社会
貢献活動などの事後活動を乗船中に企画・立案しました。参加青年が本事業で培った
人的ネットワークを活かして、それぞれの地域や国、更には世界を舞台に事後活動に
取り組み、社会に貢献してくれることを期待しています。
　この報告書は、参加青年が日本国内、船内及び各訪問国で行った様々な活動を記録
したものです。また、本事業に対する各国首脳等からのメッセージや参加青年による
事業評価等も収録しています。この報告書が本事業の内容や成果を御理解いただく際
の一助となれば幸いです。
　最後に、本事業の実施に当たって御協力いただいた参加各国政府、各国事後活動組
織、ホストファミリー並びに我が国の外務省を始めとする関係省庁、地方公共団体及
び青少年団体の関係各位に心から御礼申し上げます。

平成31年３月
内閣府青年国際交流担当室長

福田 正信
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第6章 本事業に対する各国首脳等のメッセージ

第5章 ディスカッション活動・事後活動セッション

各国ナショナル・リーダー、ユース・リーダー、アシスタント・ユース・リーダー（10月31日）

各国ナショナル・リーダー、ユース・リーダー、アシスタント・ユース・リーダー（10月31日）

秋篠宮同妃両殿下御引見

安倍晋三内閣総理大臣表敬訪問

平成30年度
第45回「東南アジア青年の船」事業
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日本国内活動

参集式にてカンボジア・ユース・リーダーが参加青年を代表して決意表明
の挨拶をする

愛知県立安城東高等学校にて高校生と意見交換をする（愛知県）

タイの文化に触れる

ヤフー株式会社にてオフィス見学をする（情報とメディアグループ）

歓迎レセプションにてインドネシア・ユース・リーダーが参加青年を代表
して挨拶する

ホストファミリーと対面する（福島県）

参集式にて幸田徳之内閣府審議官とフィリピン・ナショナル・リーダーが
記念品の交換をする

おやき作りを体験する（長野県）

社会福祉法人江東園にて高齢者と交流する（長寿社会を生きるグループ）

ベトナムの伝統的なゲームを体験する

日本橋を散策しながら三井不動産株式会社北原義一代表取締役副社長
執行役員の説明を熱心に聞く（レジリエントで持続可能な都市づくりグ
ループ）

東京学芸大学附属国際中等教育学校にて生徒と交流する
（質の高い教育グループ）

歓迎レセプションにて福田正信内閣府青年国際交流担当室長による乾杯
挨拶

着物を着て錦帯橋付近を視察する（山口県）

参集式・歓迎レセプション（10月24日）

地方プログラム（10月25日～10月29日）

H.M. Paduka Seri Baginda Sultan Haji Hassanal Bolkiah
Mu’izzaddin Waddaulah国王陛下拝謁（11月12日）

外務省にて意見交換をする（国際関係（日・ASEAN協力）グループ）
（11月10日）

課題別視察（10月30日）

文化交流（10月31日）

ブルネイ

訪問国活動
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到着歓迎式・歓迎夕食会にてAmbassador Junever M. Mahilum-
West外務次官補による基調メッセージ（11月17日）

歓迎夕食会にてMajor General (Rtd) Dato Paduka Seri Haji 
Aminuddin Ihsan bin Pehin Orang Kaya Saiful Mulok Dato Seri 
Paduka Haji Abidin文化青年スポーツ大臣による挨拶（11月10日）

歓迎昼食会にてMs. Maria Clara Belen Sunga Acostaダバオ市議会
議員による挨拶（11月18日）

歓送朝食会にてSSEAYPインターナショナル・フィリピン・ダバオ地区会
員との交流（11月19日）

フィリピン国立博物館を訪問する（11月18日）

出港式にてDatin Paduka Dr. Hajah Norlila binti Dato Paduka Haji 
Abdul Jalil文化青年スポーツ省事務次官による挨拶（11月13日）

出港式にてAsec. Paul Anthony M. Pangilinan国家青少年委員会理
事による挨拶（11月20日）

出港式にて日本・ユース・リーダーが参加青年を代表して挨拶する（11
月20日）

General Anantaporn Kanjanarat社会開発・人間安全保障大臣表敬訪
問（11月24日）

到着歓迎式にてMr. Nguyen Ngoc Luongベトナム国家青少年委員会
常任副議長による挨拶（12月2日）

歓迎夕食会にて参加青年による合同パフォーマンス（11月24日）

グエン・ティ・ミン・カイ高等学校にて現地青年と楽器を通じて交流する
（12月3日）

到着歓迎式にてMr. Porametee Vimolsiri社会開発・人間安全保障省事
務次官による挨拶（11月24日）

文化交流にてラオス参加青年によるパフォーマンス（12月2日）

バンコク・トンブリー大学にてタイの伝統格闘技ムエタイを体験する
（11月25日）

出港式にてMr. Nguyen Viet Que Sonホーチミン共産青年同盟ホーチ
ミン市委員会副書記官・ホーチミン市学生連盟会長による挨拶（12月5日）

ベトナム

タイ

フィリピン（ダバオ）

フィリピン（マニラ）
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話し合った内容を発表する（グローバル化の功罪グループ）

青年の役割について発表し考えを共有する（国際関係（日・ASEAN協
力）グループ）

小グループで意見交換をする（質の高い教育グループ）

国ごとの状況を共有する時間で活発な質疑応答を通して理解を深める
（ソフト・パワーと青年の民間外交グループ）

アイデアをグループごとに分かりやすくまとめる（情報とメディアグループ）

高齢者擬似体験を通して学びを深める（長寿社会を生きるグループ）

話し合った内容を全体で共有する（レジリエントで持続可能な都市づくり
グループ）

グループごとに話し合った内容を発表する（手頃で信頼でき持続可能な
エネルギーの利用グループ）

山谷英之管理官による参加青年への講話（11月5日）

大縄跳びでSGの結束を高める

[S26]インドネシアによるセミナー「星の下でのシンフォニー」

日本参加青年による箏体験

日本国旗掲揚式（11月2日）

SSEAYPに関連するテーマについてSGパフォーマンスを披露する

[S8]ベトナムとフィリピンによるセミナー「自分の命は自分で守れる（応
急手当の技術）」

コーラン紹介を通して、イスラーム教とイスラーム文化について学ぶ

PYセミナー

ソリダリティー・グループ活動

管理官講話

自主活動

ディスカッション活動

国旗掲揚式船内活動
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シンガポール

マレーシア

ラオス

インドネシア

日本

タイ

フィリピン

ブルネイ

カンボジア

ミャンマー

ベトナム タイ料理

解散式にて福田正信内閣府青年国際交流担当室長による挨拶

帰国報告会にてベトナム参加青年が事後活動のプロジェクト案を発
表する

解散式にてタイ・ユース・リーダーが参加青年を代表して挨拶する

帰国報告会にて山谷英之管理官による報告

ナショナル・プレゼンテーション

帰国報告会・解散式（12月12日）
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SG-A

SG-C

SG-E

SG-B

SG-D

SG-G

SG-F

SG-H

SG-J

SG-I

SG-K

参加者の顔ぶれ
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ナショナル・リーダー

ファシリテーター

にっぽん丸乗組員

管理部

事後活動組織代表者


